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長寿医療研究開発費 ２０１９年度 総括研究報告（総合報告及び年度報告） 
 

老年医学における外国人研究者受け入れ体制と国内外ネットワーク構築の現状と 
課題に関する研究（３０－１５） 

 
主任研究者 遠藤 英俊 国立長寿医療研究センター 長寿医療研修センター長 

 
研究要旨 
２年間全体について 
本研究はアジア諸国を中心に、老年医学と認知症に関する研究者のネットワークと国際

共同研究体制の構築を目指すことである。これまでにタイやロシアとの調査交流研究につ

いては、外部研究費の獲得を行ってきたが、継続資金の取得は困難な状況にあった。2018
年度には本開発費研究により、タイ、ロシアに留まらず、インドネシアやシンガポール等と

の連携と交流を図った。次いで研究者・行政機関、さらには慶応大学、名古屋大学、愛知医

科大学等との連携ネットワークの構築により、国際共同研究や認知症に関する連携ネット

ワークの構築と課題について訪問とマッチングを行い、情報や意見交換を行った。この経過

で視察や見学を受け入れ、国際交流を推進してきた。研修の主な目的は認知症の疫学、健康

寿命の情報収集と発信をメインテーマとした。また 2019 年度には、タイ、シンガポール、

ミャンマー、ロシアの訪問を行い、各国のキーパーソンにインタビュー調査を行い、必要な

援助や支援について調査を行った。またアセアン各国で利用可能な教育資財の作成を行っ

た。本研究は当ナショナルセンターとしての中期目標にある医療の均てん化並びに情報収

集及び発信に関して有用であり、今後の継続が必要な必須な研究テーマである。 
 
 ２０１９年度について 
 2 年計画の 2 年目であり、1 年目の成果を踏まえて研究を推進した。新規に連携をとっ

たのはシンガポール、マレーシア、ミャンマーである。今年度は特にタイでＡＣＡＩセン

ターが開設され、アセアン各国で連携して、高齢化にあたるセンターが設立された。国立

長寿医療研究センターとして視察の受け入れを行い、また名古屋での会議には理事長、長

寿医療研修センター長が参加し、意見交換を行った。これにより国際ネットワークの拡大

を図った。また認知症の日本語テキストをもとに、アセアンを対象にした英語の認知症テ

キストを作成し、タイ、ミャンマーの研究者に提供した。また講師陣の拡大を図った。 
 
 
 主任研究者 
  遠藤 英俊 国立長寿医療研究センター 長寿医療研修センター長 
 分担研究者 
  牧  陽子 国立長寿医療研究センター 研修開発研究室長 
  北川 雄一 国立長寿医療研究センター 医療安全推進部室長 
  
 研究期間 ２０１８年４月１日～２０２０年３月３１日 
 
Ａ．研究目的 
本研究の目的はアジア諸国を中心に、老年医学と認知症医療とケアに関する研究者のネ

ットワークと国際共同研究体制の構築を目指すことである。これまでにタイやロシアとの

調査交流研究については、学術交流を開始したところであるが、今後も継続的な支援と協力

が必要である。2019 年度には本開発費研究により、タイ、ロシアに留まらず、ベトナム、

ミャンマーとの研究者・行政機関、また国内では慶応大学、名古屋大学老年内科、愛知医科
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大学等との国際連携ネットワークの構築を目指した。国際共同研究や認知症に関する連携

ネットワークの構築と課題についてマッチングを行い、共同研究を推進することを目的と

した。具体的には認知症関連活動の支援、認知症の疫学、認知症の基礎知識、100 寿者研究

の情報収集と発信をメインテーマとした。本研究は当ナショナルセンターとしての中期目

標にある医療の均てん化、並びに情報収集及び発信に関して有用であり、国際交流の拠点の

構築、ネットワークの構築、視察ならびに研修生の受け入れ体制の構築、共通の資財の作成

などを行った。こうした活動は、国立長寿医療研究センターの国際的な社会的認知を得るた

めに重要な研究である。 
 
 
Ｂ．研究方法 
２年間全体について 

タイのマヒドール大学に対して、認知症と老年医学関連支援事業を行うこと、さらに

ロシアとはロシア高齢者科学クリニックセンターとの連携強化、市民公開講座の開催、

100歳高齢者に関する共同研究を進展させる計画であった。インドネシアやシンガポー

ルとはいわゆるDementia Friend 養成の認知症関連支援事業の情報収集と連携強化を

図ることとした。 
 また国内では、国立長寿医療研究センター内で海外連携の体制を構築し、講師陣の整

備を行う。また慶応大学、愛知医大、名古屋大学を中心に連携のネットワークの構築を

行う計画である。また各国のキーパーソンに教育研修等のニーズ調整を行う。 
 
２０１９年度について 
 マレーシア、シンガポール、タイ、ミャンマーを訪問し、各地で高齢者医療や認知症、

長期介護に関する講義を行う。人的交流も盛んにする必要があり、多くのアセアン諸国か

らの視察、研修の受け入れを積極的に行う計画である。 
 
（倫理面への配慮） 
２年間全体について 
本研究は国際研修のネットワーク化であり、個人情報に基づく研究は行っていない。す

なわち本研究は患者や人間を対象とせず、基本的に国際交流やネットワーク構築などが

中心であるため、倫理的には直接は関係しないが、対象となる名簿管理や講師陣の情報

などの管理は適切に行うこととする。 
 
２０１９年度について 
 同上であるが、特に視察・見学時の患者のプライバシーの保護には配慮が必要である。

その都度事前説明とプライバシーへの配慮を行った。 
   
Ｃ．研究結果 
２年間全体について 
 海外からの視察・研修・研究による受け入れは年々増加しており、国立長寿医療研究セ

ンターにおいても、タイムリーで適切な対応が求められており、その整備を分担研究者ら

と行った。特に体制整備の課題としては講師陣の確保、研修のテーマ、日程調整が重要で

あった。高齢化が進むタイ、台湾、その他東アジアからの来訪は激増している。2018 年度

と 2019 年度の海外からの受け入れ状況は、表 1、2 に示した。さらに国際交流について

は、国立長寿医療研究センターで毎年開催している国際シンポジウムの他、今年度初めて

老年医学・認知症セミナーを開催し、講演、意見交換を行った。 
 タイとの交流は、シリラート病院がサムットサコン病院との共同で、我々の働きかけに

より認知症プロジェクトが開始されており、メモリークリニックの創設、デイサービスや
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家族教室を開催した。またタイ語による認知症テキストを作成し、地域において健康ボラ

ンティアに対する認知症研修を行った。ロシアとは引き続き 2018 年、2019 年と 2 年間に

わたり、研究者むけのセミナーとモスクワにおいて市民公開講座を開催した。 
インドネシアとも連携を開始しており、インドネシアでは 2015 年には 120 万人の認知

症の人がいると予測されており、2025 年には 400 万人まで増えるものと予測されてい

る。高齢化に伴い社会の認知症に対する関心も少しずつ高まっている。インドネシアアル

ツハイマー協会は、2018 年に 55 回の家族会を開催した。これまでに 12 の地域で 169 回

の家族会を開催している。Dementia Friend としてはすでに 25,000 人を超える人が参

加している。アルツハイマーデーの月には 14 の地域で、30 の各種イベントを開催した。

アルツハイマー協会のボランティアは 5,000 人を超えている。 
 

2019 年度について 
 1 年目の成果を踏まえて研究を推進した。新規に連携をとったのはシンガポール、マレ

ーシア、ミャンマーである。今年度は特にタイでＡＣＡＩセンターが開設され、アセアン

各国で連携して、高齢化にあたるセンターができ、2019 年 8 月のキックオフ会議に出席

し、その後愛知県での会議には国立長寿医療研究センターとしても理事長、長寿医療研修

センター長が参加し、意見交換を行った。これにより国際ネットワークの拡大を図った。

また新規にタイのバンコクにあるラマティボディ病院の依頼で訪問し、認知症や高齢者医

療の講義を行い、その後国際交流を図った。今後も Geriatric Center の開設において国立

長寿医療研究センターが協力を継続する必要がある。さらに認知症の日本語資財をもと

に、アセアンを対象にした英語の認知症テキストを作成し、タイ、ミャンマーの研究者に

提供した（資料 1）。また今年度は講師陣の拡大を図った。ミャンマーとの関連は多くの研

究者や官僚が名古屋大学での研究や研修を行っていることから、実際に訪問し、講義を行

ってきた。 
 
 
講師陣の確保 
 講演テーマの企画、講師の選択が本ネットワーク構築の鍵となる。しかしながら常に通

訳をつけることは困難であり、英語で講義ができる講師陣の確保が重要である。 
 
講師陣のリスト 
 国立長寿医療センター内 
  院長、研修センター長、ロボットセンター長他 8 名 
 慶応大学  1 名 
愛知医大  1 名 

 名古屋大学 1 名 
 
相手先ネットワーク 
 タイ      保健省、シリラート病院、サムットサコン病院、ラマティボディ病院 
 ロシア     高齢者クリニカル研究センター、サンクトペテルブルク大学、ＴＭＧ 
 インドネシア  インドネシア ADI, アトマジャヤ大学 
 シンガポール  シンガポール大学老年医学 
ミャンマー   保健省、ヤンゴン総合病院 

 他 
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表 1 2018 年度海外研修生受け入れ一覧 
 

海外研修生/視察受入れ一覧 

        
       

№ 研修・視察目的 
日数

等 

人

数 
国名 所属先 職種 

1 研究 30 1 台湾 高雄栄民総合病院 医師 

2 研究 61 1 台湾   薬剤師 

3 研究 8 1 イタリア   研究者 

4 研修 92 1 タイ 

department of 

orthopaedic 

 rachapipat 

hospital 

医師 

5 研究 30 1 台湾 高雄栄民総合病院 医師 

6 

大阪医科大学 中山

国際医学医療交流セ

ンター留学生 施設見

学 

1 2 タイ マヒドン大学 医学部生 

        医学部生 

    2 台湾 国立台湾大学 医学部生 

          医学部生 

7 

大阪医科大学 中山

国際医学医療交流セ

ンター留学生 施設見

学 

1 2 韓国 ソウル国立大学 
医学生 6 年

生 

        
医学生 6 年

生 

8 施設見学 1 10 台湾 台湾大学病院 
医師・看護

師 

9 施設見学 1 40 タイ バンコク保健省 医師他 

10 

老年医学・認知症セミ

ナー 
1 2 マレーシア   学生 

    1 タイ    
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    5 ミャンマー    

    1 カンボジア    

    1 モンゴル    

    1 
バングラデ

シュ 
   

    2 
アフガニスタ

ン 
   

    1 ラオス    

    1 ベトナム    

    3 ロシア    

11 施設見学 1 3 韓国 

Sunchang Health 

and Longevity 

Institute 

 行政他 

12 施設見学 2 7 台湾 國立中山大學  医師他 

13 施設見学 1 9 イスラエル    看護師 

14 施設見学 1 10 台湾    医師他 

 
 
 
 
 
２０１９年度について 
 2019 年においても、2018 年と同様の視察、研修が行われた。 
今年度は視察も多かったが、研修を目的に訪問した海外研修生の受け入れ一覧を次の表 2
に示す。 
 
表 2 2019 年度海外研修受け入れ一覧 
  期間     目的 研修日数 人数 国 所属 

1 H31.3.29 ～ H31.4.7 研究 10 1 中国 

China 

Medical 

University 

2 H31.3.25 ～ R1.7.19 研究 106 1 エジプト   
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3 R1.5.29 ～   
研修（視

察） 
1 41 タイ 

Deputy 

Dean 

Human 

Resources, 

Faculty of 

Medicine 

Siriraj 

Hospital, 

Mahidol 

University  

4 R1.7.10 ～ R1.8.31 研究 52 1 台湾 

耕莘健康

管理専門

学校 

5 R1.9.30 ～ R1.10.11 研究 10 1 台湾   

6 R1.10.24     
研修（視

察） 
1 12 タイ   

7 R1.10.29     
研修（視

察） 
1 18 中国 

国立陽明

大学附属

病院 

8 R2.1.31 ～ R2.2.29 研究 28 1 台湾 

耕莘健康

管理専門

学校 

9 

R2.2.10 ～ R2.2.26 研修 12 2 タイ 
Siriraj 

Hospital 

              
Khon kaen 

University 

10 

R2.2.14     研修 1 2 
マレーシ

ア 
  

          1 ラオス   

          4 ベトナム   

          1 
カンボシ

ア 
  

          1 モンゴル   

          1 
ウズベキ

スタン 
  

          1 
アフガニ

スタン 
  

          4 ロシア   

11 R2.3.2 ～ R2.3.25 研修 24 1 
インドネシ

ア 

Prodia 

Laboratory 
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資料 1 認知症研修用テキスト 
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Ｄ．考察と結論 
２年間全体について 
本研究の主な業績は、ロシア高齢者科学クリニックとの MOU 締結したこと、タイのマヒ

ドール大学シリラート病院、サムットサコン病院、ラマティボディ病院との連携と交流を

行ったこと、インドネシア ADI とシンガポール大学老年医学講座、ミャンマーヤンゴン総

合病院や保健省との連携構築が最大の成果である。これからの機関は今後も継続的に連携

可能な施設である。国立長寿医療研究センターの国際協力事業の柱として今後も事業継続

が期待される。特にここ数年タイと台湾からの国立長寿医療センターへの視察希望は激増

している。その背景には各国の高齢化の問題と日本の現状を学びたいという意思が強く見

受けられる。 

本研究の課題としては、講師陣の確保である。内容調整と日程調整が必要であるが、そ

れ以上に英語やその他の言語で国立長寿医療研究センターの説明や、個々の研究内容、介

護保険制度、ロボットセンター等の関心の高い分野での専門家の確保と海外視察受け入れ

体制強化が急務である。 
 
２０１９年度について 
 今年度の主たる成果は、急速に高齢化が進んでいるタイのマヒドール大学との交流の進

化である。これまでもシリラート病院との交流をしてきたが、特にマヒドール大学・ラマ

ティボディ病院は近々Geriatric Center の開設を計画しており、Piyamitr 病院長をはじ

め、国立長寿医療研究センターの医療やケアの経験と知識を求めている。またミャンマー
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も高齢化問題がでてきており、予防や保健についての関心が高く、日本で学びたいとの意

欲も高い。こうした動向は長寿への短期留学、視察団の増加にも現れている。ミャンマー

においても高齢者の増加は予想され、その対応は急務である。ＡＣＡＩセンターなどとも

共同してアセアンの各国を対象にした、高齢化問題の支援をしていくことが求められてい

る。国際交流研究はお互いの顔がみえる関係を構築し、ニーズを把握し対等の関係を構築

することが条件である。 
 
 
 
  
Ｅ．健康危険情報 
 該当せず 
 
Ｆ．研究発表 
 １．論文発表 
  
２０１８年度 

1.遠藤英俊:医療と介護の連携で取り組む認知症ケア：介護福祉 2018 夏季号

No.110，P21-27    

 

2． 遠藤英俊：超高齢社会における「認知症サポート医」養成の重要性について，月

刊新医療 2018 年 8 月号，P18-21 

 

3． 遠藤英俊：「認知症への新たなアプローチ」，聖マリア医学 43 巻，2018.7，P2-

7 

 

4． 遠藤英俊:老年医学（下）これからのケアマネジャー，日本臨牀 76 巻 増刊号

7 別刷，2018.8.31，P782-786 

 

5． 松村亜矢子，岸博之，後藤文彦，大釜典子，島田裕之，遠藤英俊：地域在住高齢

者の認知・身体・心理機能に及ぼすリズムシンクロエクササイズの効果，健康支

援第 20 巻第 2号，173-181，2018.9.1 

 

6． 遠藤英俊：認知症トータルケア「病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研

修事業」，日本医師会雑誌 第 147 巻・特別号（2），388-389，2018.10.15 

 
２０１９年度 
  １. 木下かほり、佐竹昭介、西原恵司、川嶋修二、遠藤英俊、荒井秀典：生活機能の自

立した高齢者における外出頻度の低下と食事摂取量減少の関連－高齢者の外

出頻度低下は身体機能と抑うつ状態とは独立して食事摂取量減少リスクであ

る－，日本老年医学会雑誌；2019（56）2，188-197 
 
  ２．遠藤英俊、加納優、大仲将美、佐竹昭介：認知症の人への食事指導，Geriatric 

Medicine,58(1):55～58,2020 
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  ２．学会発表 
  
２０１８年度 

 
1.   Ogama N, Ueno M, Endo H, Sakurai T, Nakai T.：Long-Term Physical 

Exercises is Associated with Reduced White Matter Hyperintensities in 

Older Adults,Brain Connects 2018 (Singapore, June 22, 2018) 

 

2. 遠藤英俊、奥村理恵、磯貝善蔵：第 34 回日本臨床皮膚科医会総会・臨床学術大

会 学校保健・在宅委員会コラボセッション「皮膚科医は高齢者虐待とどう向き

合うか」講演，2018 年 4月 28 日(土)，仙台 

 

3. 遠藤英俊：第 33 回日本老年精神医学会 シンポジウム 10 認知症の運転免許；

診断例の実際と問題点「診断や返納に関する問題点」 ，2018 年 6月 30 日（土），

郡山市 

 

4. 遠藤英俊：第 10 回日本静脈経腸栄養学会近畿支部学術集会 特別講演「高齢者

の栄養に関するトピックス」，2018 年 7月 7日（土），神戸市 

 

5. 大釜典子、上野美果、遠藤英俊、櫻井孝、中井敏晴：長期的な身体活動と大脳皮

質下病変との関連，第 37 回 日本認知症学会学術集会 2018 年 10 月 12 日－14

日 北海道 

 

6. 遠藤英俊：日本 NP 学会 第 4回学術集会 シンポジウム 高齢者医療における

NP の役割，2018 年 11 月 23 日（金），仙台市 

 
２０１９年度 
 

１．遠藤英俊：第 18 回日本ケアマネジメント学会 市民公開シンポジウム 基調

講演 「認知症治療の最前線～現状と今後」 ，2019 年 6 月 7 日（金），仙台

市 
 
２．遠藤英俊：第 61 回日本老年医学会 シンポジウム 10 老年病専門医とセルフ

ネグレクト 「老年病専門医が遭遇するセルフネグレクトとその対応」 ，2019
年 6 月 8 日（土），仙台市 

 
３ . Hidetoshi Endo : CARE AND INNOVATION IN DEMENTIA CARE , 

Alzheimer’s Disease International 21st Asia Pacific Regional Conference,16 
August 2019,Kuala Lumpur , MALAYSIA 

 
４. 遠藤英俊：日本エンドオブライフケア学会第 3 回学術集会 シンポジウム 1「本

人らしさを社会全体で支える介護―本人の意思を尊重した尊厳ある死を実現す

るために―」講演，2019 年 9 月 14 日(土)，名古屋市 
 
５. 大釜典子，遠藤英俊，新飯田俊平，鳥羽研二，櫻井孝：第 38 回日本認知症学会 

学術集会 「認知症高齢者における歩容特徴と転倒」，2019 年 11 月 6 日～9
日，東京 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
 １．特許取得 
   なし 
 ２．実用新案登録 
   なし 
 ３．その他 
   なし 
 
 
  




